
本学は、「総合性への志向」、「地域性の重視」、「国際性の推進」を理念として

掲げており、人文、自然、社会の学問分野を包括する総合的な知識の形成を図り、 

地域社会が当面する諸問題を分析解決するとともに国際社会の発展に寄与でき

る、創造力豊かな人材の育成を行っています。以上に基づき、豊かな教養と総合

的な知識を十分に生かし、 幅広い視点から物事を冷静に分析し考察する能力を

身につけるとともに、確かな行動力でもって実践的に地域の教育に貢献できる

教員、主体的に課題を追求し、向上心を持って継続的に学び続けることができる

教員を養成します。 

 

 

○文学部日本語日本文学科 

 広く人文学的な視野のもと、日本語・日本文学の歴史と現在の中に新たな学問

的発見を求めていく過程を通して、日本語の共時的な構造を通時的な見通しの

もとに理解して効果的に分析説明する能力、 及び、文献学的知見を踏まえて各

時代の代表的文学作品や論説を読解し分析する能力の双方を向上させます。ま

た、身につけた幅広い教養と高い専門性を生かし、学校教育現場において、 個々

の学習者が日本語の言語文化を学び自らその担い手となることの充実感を実感

できる指導を行う能力を備えた、人間性豊かな人材を養成します。 

 

 

○文学部英語英米文学科 

 高度な英語運用能力の習得を目標とした現代英語運用科目、ならびに専門科

目である英語学、英文学、米文学、英語教育を学ぶことによって、英語の構造と

意味、英語圏の文化、 歴史、社会思想に関する知識を有し、かつ教育現場にお

いてそれらの知識を生かし効果的な教科指導と教育指導ができる人材を養成し

ます。また多文化共生への深い理解力を備え、 現代に望まれる人間教育を遂行

できる人材を養成します。 

 

 

○環境共生学部環境資源学科（～平成３０年度入学者） 

 物理・化学・生物等の理科に関する基礎的科目とともに学科で展開されている

環境科学分野の科目を学び、 それらを基に学校教育現場において自然科学への

興味関心を高める創造的な実験や観察などの教育指導ができる人材を養成しま

す。 さらに、実証的な実習や実験科目を通して知識の応用能力を養い、幅広い

教養と高い専門性を身につけた人間性豊かな人材を養成します。 

 



○環境共生学部食健康科学科（～平成３０年度入学者） 

 教職課程（理科）においては、物理・化学・生物等の科目とともに学部で展開

されている環境科学分野の科目を学び、 それらを基に学校教育現場において自

然科学への興味関心を高める創造的な実験や観察などの教育指導ができる人材

を養成します。 また理科教育法では主として中学校、高等学校の教職経験者を

担当者に充て、実践的な教育スキルの向上を目指しています。 

 

 教職課程（家庭科）においては、食と健康科学分野の科目ならびに環境科学分

野の科目を学び、自然や社会と共生した生活の実現と生活の質の向上などを視

野に入れ、 日常生活で遭遇する様々な問題に対して、その解決や指導の方策を

教育指導できる資質や能力を持った人材を養成します。 また家庭科教育法では

高等学校の教職経験者を担当者に充て、実践的な教育スキルの向上を目指して

います。 

 教職課程（栄養教諭）においては、学科で展開されている管理栄養士養成を基

礎として、食健康科学分野の科目を学びます。 それらを基に、食育、食の安全・

安心、食と健康づくりなどに関する実践的教育指導のできる人材を育成します。 

栄養に係わる教育に関する科目においては、学校栄養職員など「食」に関する教

育指導の経験者を担当者に充て、実践的な教育スキルの向上を目指しています。 

 

○環境共生学部環境共生学科（平成３１年度入学者～） 

 人間活動を支える場としての豊かな自然を保全し利用する方法、地域住民の

快適で健康な生活との共生を具体的に実現していく環境共生型社会の創造に貢

献することができる教員を養成します。そして、以下のすべての課程に通じて、

持続可能な社会づくりの担い手を育てることができる教員を養成します。 

 

 教職課程（理科）においては、主に環境資源学専攻で展開されている環境科学

分野の科目やさまざまな実験科目を修得することにより、学校教育において自

然科学への興味関心を高める創造的な実験や観察などの指導ができるとともに、

環境共生学に関わる諸問題を、食健康環境学や居住環境学領域の視点からも幅

広く捉えて探究することができる教員を養成します。 

 

 教職課程（家庭）においては、主に食健康環境学専攻で展開されている食物学

分野の科目を修得することにより、食・健康・栄養に関する専門性を身に付けて

いるとともに、環境共生学に関わる諸問題を、環境資源学や居住環境学の視点か

らも幅広く捉えて探究することができる教員を養成します。また、「住居学」区

分の科目を充実させることにより、食・健康・栄養についての幅広い知識や実践



力のみならず、快適で健康な居住環境を創造するための専門的な知識や技能を

身に付け、家庭科教員としての総合的な資質を高めることができるようにしま

す。 

 

 教職課程（農業）においては、主に環境資源学や食健康環境学で展開されてい

る植物生産系、食品系、林業系、農業経済系、グリーンライフ系の科目を修得す

ることにより、持続可能な開発の視点から農業生産と消費に関する専門性を身

に付けているとともに、環境共生学に関わる諸問題を、居住環境学の視点からも

幅広く捉えて探究することができる教員を養成します。高等学校の専門学科に

おいて優れた教育実績がある教職経験者が農業科教育法や職業指導を担当し、

農業科における実践的な指導力の向上を目指します。 

 

 教職課程（栄養教諭）においては、食・健康に関する高度な専門知識と技術を

有し、健康を科学的・総合的にとらえ、学校における食育の中核を担う栄養教諭

の養成を行います。食健康環境学専攻で展開されている管理栄養士養成課程の

科目を中心的に修得することにより、食育に関する実践的な指導をすることが

できる教員を養成します。また、栄養教諭、学校栄養職員など食に関する教育経

験者を科目担当者に充て、児童生徒の発達段階に応じて的確に指導できる能力、

学校給食を生きた教材として活用した効果的な指導を行う能力、教職員との協

働により学校における食育活動を総合的にコーディネートする能力等を育み、

児童生徒の食・健康に関する諸問題の解決に貢献する栄養教諭を養成します。 

 

 

○総合管理学部総合管理学科 

 中学社会、高校公民、高校商業、高校情報の社会科学分野に関する基礎的科目

とともに学科で展開されている行政、経営、経済、情報などの科目を学び、それ

らを基に学校教育現場において社会科学への興味関心を高める創造的な演習や

授業などの教育指導が出来る人材を養成する。さらに、情報関係の実習や専門的

な演習を通して知識の応用能力を養い、幅広い教養と高い専門性を身につけた

人間性豊かな人材を養成します。 


